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いみず野だより　２

～適切な水管理で高品質米に～

水稲溝掘り現地研修会 開催
　６月１日㈭七美中央野寺営農組合の圃場において

「水稲溝掘り現地研修会」が行われました。
　参加者約 30 名が、稲の生育に重要な溝掘り、中
干しの留意点などについて指導員より説明を受けま
した。溝掘り作業の実演も行われ、乗用管理機を使っ
て、走行速度や枕地での旋回のハンドル操作などの
ポイントの説明もありました。
　その後「溝掘り作業の確実な実施」と「田植え
１か月後から中干し開始」を呼びかける表示札をＪＡ
いみず野管内各集落の水田に設置しました。穂が出
る時期の管理が品質を大きく左右することから、対
策を徹底するため設置しています。
　参加者は今年も良質な米一番を作るため、水管理
の大切さを確認しました。

７月 ８月 ９月

水管理 間断
かん水 間断かん水飽水管理 湛水

水　深

〈水管理のイメージ〉コシヒカリの場合

幼穂
形成期

出穂後
20日間

出穂期

収穫
５～７日前
落水

コシヒカリ
７月 12 日頃

中 干 し 後 の 管 理 に つ い て

◆雑草管理・防除の徹底
カメムシの発生源となる雑草地の草刈り、除草をしっかり行い、斑点米の抑制に努めま

しょう。出穂直前、穂揃期の基本防除は必ず実施しましょう。
定期的に圃場を巡回し、いもち病や紋枯病が出ていないかも確認しましょう。

◆水管理
幼穂形成期から出穂期までは「間断かん水」を励行しましょう。出穂期から 20 日間は

稲体の活力維持・カドミウムの吸収抑制のため、湛水管理（水は２～３㎝、田面を露出し
ない状態を保つ）とし、その後収穫の５～７日前までは間断かん水を行います。

フェーン現象や台風が予想されるときは、圃場に十分かん水し、通過後は速やかに落水
しましょう。

中干し喚起表示札を設置する当ＪＡ澁谷副組合長



３　いみず野だより

　

６
月
13
日（
火
）、
平
成
29
年
産
大
麦
の
初

検
査
が
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
検
査
を
受
け
た

の
は
、
５
月
29
日（
月
）か
ら
収
穫
さ
れ
た

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
８
７
、０
０
０
㎏
で
、

全
量
１
等
で
買
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
産
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
が
前
年

よ
り
重
く
、
粒
形･

充
実
度･

光
沢
は
前
年

並
み
の
結
果
で
し
た
。
被
害
粒
の
混
入
は
少

な
く
、
硬
質
粒
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
総

体
的
に
は
昨
年
並
み
で
し
た
。

　

作
柄
に
つ
い
て
は
、
穂
数
は
平
年
よ
り
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
千
粒
重
は
３
６
・
０

ｇ
と
平
年
並
み
、
精
麦
比
率
は
９
３
・
０
％

と
平
年
よ
り
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
管
内
の
平
成
29
年
産
大

麦
の
作
付
面
積
は
、
５
４
５
ｈ
ａ
（
前
年

５
５
７
ｈ
ａ
）
で
し
た
。
昨
年
９
月
下
旬
の

降
雨
の
影
響
に
よ
り
、
収
量
に
つ
い
て
は
前

年
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
麦
初
検
査 

実
施

　
６
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）の
２
日
間
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
祭
感
謝
セ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
展
示
会
で
す
が
、
今
年
は
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
だ
く
さ
ん
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
の

が
ピ
エ
ロ
の
パ
ッ
ト
く
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
す
。
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
や
マ
ジ
ッ
ク
、
お
皿
回
し
で
子
供
も
大
人
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
休
憩
処
で
は「
金
魚
す
く
い
」「
わ
た
あ
め
」「
宝
石
探
し
」な
ど
が
あ
り
、

お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
野
菜
直
売
コ
ー
ナ
ー
も
人

気
が
あ
り
、中
で
も
射
水
産
の
イ
チ
ゴ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
で
は
、家
電
、宝
飾
、自
動
車
、仏
壇
・
墓
石
な
ど
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
合
っ
た
様
々
な
商
品
を
一
堂
に
取
り
揃
え
ま
し
た
。
各
ブ
ー
ス
を
回
ら
れ

た
後
は
「
磯
は
な
び
券
」
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
で
盛
り
上
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
年
金
・
融
資
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
共
済
見
積
も
り
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
次
回
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 【会場】ＪＡいみず野本店

2017年
6月10日土・11日日
感謝セール

ふ あい祭れふ あい祭れ



いみず野だより　４

パークゴルフ大会
第26回 年金友の会

　６月 16 日（金）に、南郷パークゴルフ場にて好天の下『第２６回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会』
が開催されました。
　この大会はいみず野農協の年金友の会会員の方々が、パークゴルフを通じて友好の輪を広げるとともに、健
康の増進と会員相互の親睦を図ることを目的としており、今大会は 248 名と多数の会員方々に参加頂きました。
　開会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の中野 正幸副会長による開会宣言の後、去年 10 月に行
われた第 25 回大会の優勝杯が返還され、いみず野農協年金友の会連絡協議会の坪田 孝一会長と当農協の
水元 睦雄組合長による挨拶が行われました。
　競技が始まると参加者は真剣な表情でボールを打ち、はつらつとしたプレイが見られ、とても楽しまれてい
るようでした。ホールインワンが 42 も出て、レベルの高い大会となりました。
　４コースを通した熱戦の末、男子の部では佐伯 鉄善さんが 96 と素晴らしいスコアで優勝を勝ち取られました。
女子の部では荒井 里子さんが 97 で見事に優勝されました。
　閉会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の清水 久信副会長による閉会宣言で、大会が締めくくら
れました。

　　　　　表彰式＆成績表 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s !

入れ～

　　入れ
～

ナイスｉ
ｎ！

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  水元　睦雄 組合長

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

坪田　孝一 会長

開会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

中野　正幸 副会長



５　いみず野だより
閉会宣言

ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会  清水　久信 副会長

藤塚　博さん
（２位）

佐伯鉄善さん
（優勝）

石田　大さん
（３位）

高浪邦子さん
（２位）

荒井里子さん
（優勝）

宮下美智子さん
（３位）

順位 男子の部 支店 スコア
優　勝 佐　伯　鉄　善 小　杉 96

２　位 藤　塚　　　博 太閤山 98

３　位 石　田　　　大 三島野 99

順位 女子の部 支店 スコア
優　勝 荒　井　里　子 太閤山 97

２　位 高　浪　邦　子 太閤山 98

３　位 宮　下　美智子 太閤山 103

　　　　　表彰式＆成績表 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s !

ナイス

　ショッ
ト！

狙いをさ
だめて…

おつかれ
さま

よしっ！
！



菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

玉
ね
ぎ
祭
り

　
６
月
10
日（
土
）、
農
産
物
直
売
所 

菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店
に
お
い
て
「
玉
ね
ぎ

祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
射
水
産
の
と
れ
た
て
玉
ね
ぎ
が
陳
列
棚
い
っ

ぱ
い
に
並
び
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
丸
ご
と
煮
れ
ば
ト
ロ
ト
ロ
に
な
る
小
ぶ
り
サ
イ
ズ
の
詰
め
合
わ
せ
や
、
ど
ん

な
調
理
に
も
使
い
や
す
い
大
玉
は
バ
ラ
で
の
販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

　
生
の
玉
ね
ぎ
サ
ラ
ダ
の
試
食
も
行
わ
れ
、
お
客
様
か
ら
は
「
み
ず
み
ず
し
く

甘
み
が
あ
る
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
が
旬
の
玉
ね
ぎ
は
辛
み
が
少
な
く
、
生
で
も
食
べ
や
す
い
の
で
、
水
に
溶

け
や
す
く
熱
に
弱
い
栄
養
素
を
摂
取
す
る
の
に
非
常
に
向
い
て
い
ま
す
。
新
陳

代
謝
を
盛
ん
に
す
る
働
き

や
、
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す

る
働
き
も
あ
り
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
に
効
果
的

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。全
体
的
に
硬
く
、ず
っ

し
り
と
し
た
も
の
が
、
玉

ね
ぎ
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
で
は
、
新
鮮
な

地
元
野
菜
や
果
物
、花
き
、

加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
夏
野
菜
が
増
え
て
陳

列
棚
が
に
ぎ
わ
う
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
ぜ
ひ
旬
の
味

覚
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

いみず野だより　６

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
28
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の

　
　
　
　
　
　

作
成
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

職
制
業
務
分
掌
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
28
年
度
下
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
の
改
善
状
況
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

就
業
規
則
及
び
臨
時
傭
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び

　
　
　
　
　
　

不
祥
事
対
応
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
顧
客
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て       

第
七
号
議
案　

平
成
29
年
産
米
穀
等
の
農
協
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
（
案
）

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
五
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て　

二
、
Ｊ
Ａ
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て　

三
、
理
事
会
付
議
大
口
融
資
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

四
、
余
裕
金
運
用
状
況
報
告
（
第
一
四
半
期
）
に
つ
い
て  

五
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告　
　

六
、
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て   

七
、
反
社
会
的
勢
力
口
座
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て 

八
、
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
（
三
月
～
五
月
）
に
つ
い
て

九
、
富
山
県
農
協
中
央
会
役
員
候
補
者
及
び
高
岡
地
区
農
協
協
議
会
役
員
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

正組合員数　　　　　　　　　　　5,423人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,149人
みなさまの貯金高　　　　1,273億38百万円
みなさまへの貸出金　　　278億19百万円
長期共済保有高　　　　　       3,157億85百万円
購買品供給高　　　　　　　14億15百万円
販売品販売高　　　　　　　　　　165百万円

【協同の力  ＪＡいみず野概況】
　　　　　　　　　　　（平成29年５月末日）

役
員
会
だ
よ
り

－

第
13
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
㈪

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

農産物直売所「菜っちゃん」
■ 太閤山店：射水市黒河 4728-5（太閤山支店並び）
■ 新湊店：射水市沖塚原 778-1（国道８号線沿い朴木口交差点角）

前号「いみず野農協だより６月号（vol.202）」において誤りがございました。
関係各位の方には深くお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正させて頂きます。

〈11ページ〉「伊勢神宮献穀田お田植え祭」 誤）イセノヒカリ → 正）イセヒカリ

お詫びと訂正



け
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
活
気
あ
ふ

れ
る
市
場
見
学
の
後
に
、
早
朝
出
発
の

疲
れ
を
嬉
野
温
泉
で
癒
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
長
崎
と
い
え
ば
浦
上
天

主
堂
、
グ
ラ
バ
ー
邸
。
異
国
情
緒
溢
れ

る
坂
の
町
は
、
吹
く
風
も
ど
こ
か
や
さ

し
く
、
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
同
じ
長
崎
の
軍
艦
島
。
船
で
20

分
程
の
海
上
に
浮
か
ぶ
人
工
の
島
。
正

式
名
は
「
端は

島し
ま

」、
そ
の
形
が
軍
艦
に
似

て
い
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
の
で

す
。
世
界
遺
産
、
明
治
以
降
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
の
軍
艦
島
。
波
が
高
か
っ

た
り
海
が
荒
れ
て
い
た
り
す
る
と
上
陸

で
き
な
い
と
の
事
で
し
た
が
、
幸
い
波

は
穏
や
か
で
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
以
前
か
ら
、
是
非
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
軍
艦
島
、
感
慨
ひ
と

●
Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
協

　

マ
マ
さ
ん
大
学
に
参
加
し
て

　

６
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
県
マ
マ
さ

ん
大
学
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
売
上
日
本
一
の
直
売
所

長
崎
の
Ｊ
Ａ
糸
島
産
直
市
場 

伊い

都と

菜さ
い

彩さ
い

を
見
学
し
ま
し
た
。
日
曜
日
の
午
後
と

は
い
え
、
お
客
さ
ん
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
新
鮮
な
野
菜
は
勿
論
魅
力
で
す

が
、
品
数
の
多
さ
も
消
費
者
を
惹
き
つ

な
り
ま
し
た
。
次
回
の
楽
し
い
企
画
を

期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
（
小
杉
支
部
）

し
お
で
し
た
。

　

明
治
半
ば
か
ら
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
石
炭
。

そ
れ
を
掘
る
の
に
た
っ
た
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
島
に
５
千
人
を
超

え
る
人
々
が
生
活
し
て
い
た
の
で
す
。

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
も
な
お
２
５
０

人
も
の
方
が
命
を
お
と
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
収
入
が
破
格
と
は
い
え
、
地

下
深
く
で
の
過
酷
な
作
業
は
想
像
を
絶

し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
石
炭
か

ら
石
油
に
代
わ
っ
て
、
軍
艦
島
の
役
割

が
終
わ
り
、
島
は
無
人
に
。
無
人
の
、

建
物
の
形
だ
け
が
残
る
島
の
異
様
さ
に

万
感
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
方
は
、
実
際
に
住
ん
で
い
た
方
で

当
時
の
深
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
時
代
の
遺
産
か
ら
一
転
、
私

た
ち
は
、
現
代
の
楽
し
い
夢
の
世
界
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
。
オ
ラ
ン
ダ
の
美

し
い
町
並
み
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
夜
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

優
し
く
船
に
乗
る
と
そ
の
光
が
水
面
に

映
り
、
一
層
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
っ

て
見
え
ま
し
た
。
数
多
く
あ
る
テ
ー
マ

パ
ー
ク
は
回
り
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
を
充
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

珍
道
中
も
あ
り
ま
し
た
が
全
員
怪
我

も
な
く
無
事
に
旅
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
楽
し
く
心
に
残
る
も
の
と

今
後
の
行
事
予
定

７
月
18
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

19
日
㈬
～
21
日
㈮　

　
　
　
　
　
　

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
講
習
会

　
　

27
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
海
老
江
東
町
）

８
月
４
日
㈮　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会

　
　

９
日
㈬　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

10
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

19
日
㈯　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

20
日
㈰　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

　
　

25
日
㈮　

手
芸
教
室

▲活気あるＪＡ糸島産直市場 伊都菜彩

▲グラバー邸

▲軍艦島

７　いみず野だより
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●
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
２
０
１
７

　

全
４
回
で
予
定
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

農
業
体
験
２
０
１
７
は
、
５
月
28
日（
日
）に

第
１
回
目
の「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
田
植
え
」が

射
水
市
川
口
地
区
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
お
昼
の
弁
当
を
担
当
し

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
ア
ー
ト
作
業
後
に
食
べ

る
お
楽
し
み
、
お
に
ぎ
り
弁
当
で
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、
梅
干
し
と
昆
布
の
お
に
ぎ
り
、

漬
物
、
豚
汁
で
し
た
。
朝
８
時
30
分
集
合
、

９
人
で
６
升
の
お
米
を
炊
い
て
２
０
０
個
の

お
に
ぎ
り
を
作
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
き
ゅ
う
り
人

参
の
漬
物
、
具
だ
く
さ
ん
の
豚
汁
を
作
り
ま

し
た
。
出
来
上
が
り
は
、
家
で
炊
く
ご
飯
と

は
け
た
違
い
の
量
を
炊
い
て
作
っ
た
お
に
ぎ

り
の
お
い
し
い
こ
と
！
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
を

残
し
た
塩
加
減
・
彩
り
の
良
い
こ
だ
わ
り
の

即
席
漬
け
は
、
お
に
ぎ
り
と
す
ご
く
合
い
お

い
し
い
仕
上
が
り
に
！
そ
し
て
新
鮮
な
野
菜

と
お
味
噌
で
仕
上
げ
た
栄
養
満
点
の
豚
汁
！

参
加
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
が
汗
し
て
作
業

を
し
、
お
腹
を
空
か
せ
て
食
べ
た
お
に
ぎ
り

弁
当
の
お
い
し
か
っ
た
事
を
忘
れ
な
い
で
、

こ
の
体
験
が
農
業
の
こ
と
を
身
近
な
事
と

し
て
考
え
て
も
ら
え
る

機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
残
り
３

回
の
企
画
も
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
の
出
来
上
が
り

も
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

－女性部だより－

▲おにぎりおいしいね～♪ ▲がんばりました～！
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